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X線天文学，超高密度星

X料!とは胸部診断のあれである。目には見えな

いが前 I' のカメラに仕掛けられた 7 イノレムには写

る。技々の II には可悦光は止;守 i岨り可制であるが

X線は不可悦である。 X 料lは fir 視光よりはるかに

波長の担 l い光('i- t磁波)である。数白一 1£1:から数万

度に蝕した物質は日 I視光を放射する。ローソクの

明りや太陽がその例て'ある。-)， X線は数百万!臭

から -{~I Jtに凱せられた物質ーといってもこの温

度ではガス状のプラズマになるが から放射され

る。都合の忠いことに.ヲミ雫から人射する X線は

地球的大気で l吸収されてしまう。 X線による天体

の観測は. したがって大気圏外に測定~r::を述ばね

ばならない。そこでロケ" ~，人正衛 JT~·.. 気球な

どの乗物が必要となる。

批判 jの太陽系外からの X線観測はロッシ先生，

立教大学理学部蓬茨霊運

ジャコーニ一博一上たちによって行われた。制 IJ 定器

はエアロビーロケ y トに格-，肢のわずか 10 岬の有効

山肢をもっ二本のガイガーカウンターてーあった(ち

なみに X線衛星「さんが J は車，~J4 00 0<:耐の有効而較

をもっている )0 1962 年 6 月のことであった。これ

に先立つこと 2 年， 1960 年に X 線を放射する天体

が存杭するかどうかの会議が理論家も含めてもた

れた。どうも威勢のよい話 l~ 出なかったらしい。

しょせん人 I:ll の考えることなんて 。いえいえ

いけません，我らの仲間をもっと信刺し i;;t\， 、目で

r~ なけれ Ii 。

X 線でみる午耐は実に多彩であった。過去形で

いってはいけません。現イ十そのまん具;中にいます。

まだまだ新発見があリますぞ。われわれの銀河内

の X線大体はもちろん，宇宙の進化やクェサーの
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l此閃を探るのにも X料lllli開lは欠かせ主い。和I 自主，

X 線でみるとドHiがこんなに 42かであったのだろう

か。竹を;判るような百い Ji をすれば.中tt (--'I ，'や

ブラックホーノレ主どのまわ I) がX 線放射に i血した

環境にあったというほかはな L 、。

'I'性{-皐やプラ y クホ ノレは超了~:j~/fI:L皇太体と呼

ばれる。中性T1止の t't litは太陽と IriJfM阜、半径は

IOhmの天体でいあるロだから'品、肢はむちゃくちゃに

おい。自動車 lOG!'台を戸l 砂祉，If 1 伽1の大きさに詰め

込んだのと等 l' 、。 Pl砂踏を向動単にの間i主いで

はない。そんな無茶なといわれるかも知れないが.

中性 Ud.の強い虫力がこのようなニとを可能にし

ている。ブラックホールは太陽よりだいぶん質錆

の大きい天体である。だから重力が強過ぎ安定な

J<.体としては干HL: て'きな L 、。中心に 111 1 って本当に

-/，i~にまでつぶれてしまったiT}である。有限の1'(

fp をもった λ， f，j.:が一戸、にまて'紘むなんてことが汗

される L のだろうか。桁肢は当然無限大となる。

f.'f妙なことにブラ y クホー Jレはイベントホライズ

ンと II乎ばれる J;Rffliに閉まれている。ニの球阻lは一

万ilII 1 J の凶l であり.人ることは山由であるが、外

に出ることは金輪際できない。つまリ球而内の↑古

制は絶対に外にもれることは炉、い。したがつて'

イ布T似の 1質tムtnカがf一fハB人.にまて·~liiむという不祥4半L L 外に

tぬ制Iti iれL ること L 盆鉦低〈し. この世世上とは盆盤医閃係と LI をつもむ盲

ることむてでeきる。 しカか、し f午特、守?刊目別lりJ'ななブラ 'I?ホ Jルレてで
,

はイ不、梓且事Jl がイベントホライズふン〆の外に現iれL ること

もあるのて，斗't

なプラ y クホ一Jルレなと'7存干イ拘lごしないといえぱそれま

でである。とはいえ hi終的には観測が決め予と

主る。イベントホライ丈ンの大きさはブラ 'I ;;ホ

Jレの 1't ill:が太陽と I ， ;J じなら 3 km , 10惜の 7J( ~:な

ら 30hm となる。

中性{-it!やプラ y クホールは単独ではそう吊発

なポ材、ではな L 、。中刊(-)，'.1;1'，正法ノりレサーとして

13I il\ll されるが，その~li械もやがて ~j~J くなる。そし

て水い休眠状態に入る。休眠中の中性 u誌やブラ

ックホールに物質(ガス)が隣ると. とたんに前

倒化し蹴状態となる。しかし『止状態を維持するに

はある品'伎のがえを常時供給してやる必要がある。

銀河空間iに禅〈存イl するガスをかき.JRめただけで

はとても足りない。

X線を放出するような蹴状態は i丘按.illi昆系の中

刊-(- J，!や 7' ラ y クホールで達成される。 jJio按 jill J,1

とは二例のJ~がお互いのill1J にJ»l捉されてくるく

る回っている星の系て'あり，昆向上の間隔の近い

ものをいう。たいていは恒星同」の述l~.であるが.

なかには'l"1-i.H と中判子H またはブラソクホーノレの

述民系が存イt する.恒 Jill立時!日lが経過するとだん

だん膨張する恒質をもっている。もちろん天文.'(:

的な l時間の経過の話である。この恒耳!の人e気が'I'

tt f-i， lやブラ y クホ-)レを i面白:化するためのガス

の供給源となる。かくして ji ll~o 系のけ 1性 f 星やブ

ラ， 7 ホールは強い X線放射体となる。

大休の中には自己~n fj~ h止の強いものと弱いもの

があるようである。そのJ，企右 .Y~ は起$Ji g.爆発て同あ

ろう。 1987年 2H に大7ゼラン M;£:ではぜた.

超新ll~はまだ記憶に新しい。事I'陥1 では超新星起iJ，;l

のニュートリ/が史上はじめて捕えられた。「ぎん

が」待fm も超新主!発の X 料1 13I iJ!lJに成功した。組新

星に|基lする研究は大変な勢いで進展した。中刊二f

Eやブラ y クホールは山己凶17);、欲の少ない:'111mに

属するようである。中性{-!Jl.に I%J していえば司 X

線州としての発比は 1962年であるが rはくちょ

ヲ J. r てんま J l:1.jJi1カ吋泊目起するよ 7 になってよう

やくその止休の一部をちらつかせ始めた。 IJ~ LfItｭ

しみをするらしい。ごくさりげないそ~; ~りから多

くを涙する必袋がある。 WIJ えば. X~ パーストと

呼ばれる現象がある。これはわずか数 10 秒間 lだけ

X 線強度が附加する現象である。中1'1: {-1;'表出に

堆li'1した物質司主に水素とヘリウムが天然の舷爆

発を起こすことによる。 JII 似物質が中 ttO ずの強

い iR 1J.tJ.!i て./壬紡されて舷爆発を誘発するからであ

る。その際.ふつうはきのニ主が 100m くらい UI

する。電力が強過ぎるからきのこ':1': {，成長でき主

いのである。これがヰいして. X線パースト現象

は地上(中竹一子誕の) 100m の上索を見ていること

になり. '1'1'1;(-in 号而の情報，たとえば半径が 10

km の科 uJtであることがわかった。

ヨーロ y ノマの X線衛星 ιXOSAT. 日本の「ざん

。
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が」の時代になってよ 7 ゃく中性 7ft.近傍の現象

に下が'iiI きかけた。中性干星に降るガえの流体;カ

ザと l皮射i品位についてである。 6止場カサ昔、、中性子

l-t~ではある直:昧で純粋な流体力学的体系を取扱う

ことができる。ただし.~力は地球的 14桁も強< .

放射の効果も大切である。私自身特に興味がある

のは一般相IN諭的効米がわりと純粋な形で現れな

いかということである。先のX線バ ストの開票に

0.6秒f'.wtの悶期l変動が見られる例があ札制対治

的不安定性に rH来するリミ y トサイクルと巧えた

が. I日l巡った解釈を f したのかもしれない。

プラ y クホールもなかなか:;/ 0'" ポを摘ませない。

プラソクホールであると思われる X線源でも決定

的な訓拠が比つからないのでプラッ 7 ホール候補

と III んでいる。 X 斜lのスベクトル(人間に当ては

めればrUiにあたる)は 1切らかに中刊n"のそれと

は j~ ってし、る。とニろが. コンノマス!]iiX -1 と II乎ば

れるブラ y クホール候補は 'I'作 f 昼に板返った。

x，j:J;lパース!が j~凡されたからである。こんなこ

とが繰り J旦されると絶滅の危機に主たされるが句

まあそれほど心円己したものでもなし、。とにかくン

γ ポを捌む '1-; が急，[0である。クェサーにも巨大ブ

ラックホールがH今んでいるといわれるのでそれぞ

れに|品})が必袈となる。しかしクェサーも発見後

初年近くになるがいまだに正休がはっきりしない。

一体に堅い表面のない天体は ぬえ 的なとこ七

があってなかなか観測と型論が噛みあわない。と

まあ慰痴を述べたが，政後にプラ y クホー Jレの命

力候補lである白鳥!圭 X-Iの写μを見て戴いてこの

訴を終ります。凶の矢向lの塁は1'1.(\[$ X-Iの相|千

の庄で1' 1 烏座の1' 1 烏の首のあたリにある。

(ほうし れいうん)

お知らせ )o<)IIl(車車

宇宙科学研究所一般公開

一講演と映画の会一一

II 時 8 1126 日w

'FIi;)10 時(I持Ii ii()- 午後 12 時40 分

)~\r 叶 悶民生活センター(相模原市弥栄 3ート 1 )

日韓 l~( ・オーロラのd遣をさぐる

:事前科cf 研究所教授 鶴岡治自1\

・rJ・小大汗横断気球実験

'Y 'ri:i科ザー研究所教授 矢J:.~ fJ之

1I:1<IIhi M-3S11-4 り機

オーロラ観測術 ~.r あけぼの J

一一展示公開

日時 8fl26 日(fJ

午前 10時(開場)-午後 4 時30分

場所 宇Hi科γe研究所(.flit見原市出~t f; 3ート 1 )

}民示 ・科学衛星「あけぼの」がみたオーロラの世界

.wj':一衛町「ぎんがJがみた銀河，j'， I!'-L、部の世界

・宇宙からみた地球環境

・科学観測気球「中国へと ~:J

・ミュ ロケ y ト

公開 ロケ y 卜・衛星の試験設備さ事
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*人事異動

党令年 )1 日 氏 t， 拠動 '1"'Ii 現(Ill)植草

(寄n郁門}

I.6.1 "・滞日消 }$Jil，研克，Mil粒 東北k学助教授

』受 f理学部

(拡 JIll
I.8.1 小体 ~tr i4illlK.:JlIT/N 汗

究系lJJJ干

01 10
N た応 {J之 ンス 7ム研究糸 ンステム研究呆

教授 助教授

" 帽，人 ι弘 寸前機i盤研究Ii， 出 til.応用工学研

敦信 克系助教段

" 内除 4L!J} F宙般過研究不 ';-:I ii 惟曜研究身、

助教授 肋乎

(f ll-I f，桝向、)

" (J(蝦路二郎 宇宙推過研究晶 ンステム研究l(~

」
教授 教授

宇宙観測シンポジウム

日時マr ，£:疋年 9 月 25 R (l jト 9 月 26 1:1(刈

場所 とi 而仲子唱If究所本自i'i 21階大会級場

衝撃工学シンポジウム

日時半成元年 9 J128U(村-30 日lU

場所 宇宙科学研究所本館 2 階大会議場

問合せ先

宇宙科学研究所研究協力諜共 l'iJ 利!II係

0427(51)3911 (内 2234. 2235)

*ロケ y ト・衛星関係の作業スケジュール( 8 月・ 9 月)

8 月 9 月

l 5 10 15 20 25 30 l 5 10 15 四 25 30

一一一一ぃ
L'

I"PLM-23-TVC·S.J 噛合わせ V テスト
M-3SIl-5

Eコ世{~勤時1".$.."'/タ

C(K二M円コ-3M1IJMMじ・3こIII コ>B M-I :l噛 1 合VCわ， せSMRC 仁.S=13 コ・ MNTVC lH'H'H~ テ ス ト
よリ) 一巳総コ 合

(1 0/7まで)

;式 験

MUSES-A
(I S八S) (12/1 4 まで)

軟X 組Cf.li創立 Ill·!恥正融

SOLA件A

(ISASl

MT-135-50.51 S-520-10 MT-135 ・50.51

噛合 hせ ツライトオベレーンヨン フライト才ベレ-，ヨ〆 S-5 却 II 計器{1"せ

亡コ ロ
(KSCI (KSCl (II バi 証;1\I

DYANA ロケ y トフライトオベレーy ヲ/

II 年

X= 1:30

X=11:00

「
機 長E 名 LI II 年

MT-135-51 9JJ7n X=IJ:OO

DYANA (dl-9 機) 8 月 16 日 -31 日 X=21:00

r一一一》む *GEOTAIL 構造モデル試験

町丘訓 ~守表紙制カツトト~~写真撮映 杉山吉昭

思恒杢 E到) ，雌断附民品鮎悩刷主釘気何(Ii池岨制制.止必湖馴馴馴 t込凶附削酬車剖批帥州州州i沌巾似仙削削t臨悦伽削削伽!見b別馴仰酬t心ω州ω州州i品訓山測州州~I叩川州附lド川附附IJ引仰lJiωi作術t柑似仙悩IIi lJ1rι凶必ωII説r凶山1止J山山山lr山山「代叱川 Gω山;汁氾;EO印二刀O肝TA州j L山今
9外ト!庁 f32.2m 、h. 'd:5 さ 2.3m ， if(:~:.品'-j 930kg て， j-:UiOJf と

しては Jii J.、の l1liH である。 t~Yti 込は 2 f~ デ y キ締 i立

で，内 Jf~ サプストレートを持つ i面市の形式である

が.上 F部デ y キ/:\1に大きな Res タンクが 4 倒あ

るニとが特徴と言える.ヒドラジンが 71 レに入る

とニの部分 I: けで守， 400kg となリ. l~i !J!の特性を主

血Jする大きな袋閃となる。この衛星はンャトル "I~

放の品 ~~i を受け延 WI の上.通常的ロケットでの打

ち 1 げに変史された。しかしれち上げロケ y 卜的

純暫 1がif一式には決められておりず，デルタ 11 I~~L

7 イタン W 『1. アトラス/セン|ーノレの 3 つめ条

例aを包絡する厳しい荷主条例で設計及び試験され

る4>になった。

試験は. Ii- Itイ '~i ill 試験司 1" 耐J試験.古特試験.パ

イロンヨ y ク試験のJlllに，平成兄年の 4 月から 6
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月にかけて行われた。括通~)試験は正'~~:i，庄とラノダ

ムとが有り.正弘被試験については術!I~ の共振等

により各部に過度の fl イ;;jがIJII わらないよう山動的

に/ "チ/グをかける 4(1.>'規定されているため，

チめダミーモデノレを件J' 、て Ni 討を行って本格に臨

んだロまた 1射足が大きい上にレベルが向<， ))11 ,4<

機の公私、能力を越えているため，加JA1機の能力，

強度の確認も f的行った。ランダム試験について

は， FM を音響試験することが場所の理由で困維

なためランダム振動試験で代用することを目的に

行った。汁fF試験は宇宙研の fM~ ではシステム試

験として行うのは初めての事であり，字 Hi!非l発*

楽団筑波宇宙センターの設備を借りて行った。設

備は寸法的に大きいばかりで主< ，オペレ-7'だ

けで段低 5 人も嬰する伐のシステムでもある。一

連の試験の結果は.縦の 1*振動数が基準を下回

った 'J;，晶，'Ii})特性的一部に変化が見られた，:J>，観

iWI装置の稀い膜が l 校破れた J> を除いては正'品で，

現イ!?174e とランダム振動式験とのデ-7'の比較・

検討を 1 jっている。( il主 ill 直行)

*GEOTAIL に関する NA5A との打合せ

アメリカから 19人の大派巡回を三oj:':'1山併に迎えて.

GEOT AlLi~i)l' の円米n合せが 6 )J12 1:lから 4 日

|日l行われた.会議は.次の 3 極をシリ ズに行っ

たが. I:刊によって円本側の対比.するメンバ は噌

ほとんど変らない。① H 氷山!のデータ交換や地卜

データ処J'Iし トラ y キングやパ， 77·，プの方法

を Jt諭する Ground SystemsMeeting , ②科学

デ タのl収作および日本Inlの交換内谷を議論する

ScienceWOl'kingGroupMeeting,(GEOTAIL

衛Jjl 全体の設計， I{日発.試験及び搭載観測機器の

イン7' 7 "，ース等を詰めるJoint WorkingCroup

Meetin 居。

進行は順調で，当初 5 口 IMJ を予定していた会期 l

を 4 I:l llll に縮め， 日米双万に山のような ffiW を残

して無 4~ 会議を終えた。 H 米閉め分拘等で基本的

な意』止の l制幣を要する可 i l:Jも銭ったが.全体を泊

して友好 (I() な芥囲気であり.慣れない英 2告をJ1k円

使って披れたものの. 日本自 III にとっても満足のい

く会議であった。(中谷一郎)

*5-520-10 号機噛み合わせ試験

8H28 日早制に打ち上げー予定の観測ロケ， ~，

5

5-520-10号機の噛み合わせ試験が， 5H31 日から

6H14 日まて'行われた。打ち上げが半年j!liれる原

凶となった mil似対策のため，機体， PI共にいろい

ろな改良が))11 えられたことから 1比古しゃ T';主いもあ

ったが，関係省の努力で和!とか来り切ることがで

きた。 JJjl I，~，対策はま11栄をあげたが.尖際のロケ y

ト ~~m時の振動のデータがこれまで余り取られて

いなかったこと等.反省材料も銭された.

この口ケ y トでは， K-9M-80号機により発見さ

れた 3K 7-出背店、放射のスペクトルの重み等のさ

らに詳しい草~iJIIJや，回収支験も行われる。 8 月に

行われる本番でよい成果をあげてくれることが期

待される。(村卜 I告)

*x線新星 rG52023+338J の発見

r ぎんが」は最近奇妙な X線新星を発比した。

このX線新星が最初に全天走ft検出器 (A5M) に

飛込んだのは 1989年 5 月 21 日のことである。

r ぎんがJ チ ムでは l立ちに( 5 月 23 R)大l価

格比WIJ~I 数也 (LAC) による観測を行い， ASM ,

LAC両 hのデータを使ってその位置(赤紙20時23

分.赤緋33.8・)を決定した。このX線新庄Ii GS

2023+338 と命名され，直ちに同際天文迎合に電

報が打たれた ([AU Circular N(4782).

この通報を受けて，岡山.木曽など日本はもと



ルまで[1Oi接近してさらに詳しい幽像がill られてく

るのが来しみて'ある。このテレビl山il撃ととむに松

按近の際に宇宙研1'1 田観測l所の64 メートルのアン

テナがill litする屯波科学尖験によって泌-F I， l. 大気

や1去の構造が解明される。 (iof山 1.-1樹)

，~司曙圃園田a

ζ~ド…

(大凶晃)

*“ SOLAR-A" 熱モデルの熱真空試験

SOLAH-A 熱モデルによる熱 -!'C1~J 式数が 6

JI16t1-7H4 日にかけて行われた。この j，'ilJ!.は、

1991年夏に打ち上げが干It されている X線天文1111

Mで.秋 X ，;以と fi~X 線を観測する大J~I! の宝li卓鋭が

撚峨されている。特に， 'IU似の観;I!I Jはアメリカ

との J七!日 HII 究から.熱設計においても盟辿鋭の製

作打 l当であるアメリカと確認を行うのに "CEOT

AIL" 刊ではないがやや苫!面した。 SOLAR-A

の熱 I設計の特徴は.長さ.約1. 4m の大刑宣 li岩鋭が

2fit:十，I証されたことから縦 tili'j の沿l主分イIJ ある

いは弁望遠鏡センサーの温度純聞が厳しく喪ボさ

れたニとである。熱点空 l試験の結~ι まだ，吋制11 '0:

解析結果が1月んではいないが， I品度分.fIJおよび出

l主範|刷とむ Till'li品!立に対してはば1品 JLする紡見とを

1!十た。

:勾 Aは.点ZE

チャンパに設置

さ!.l'た "SOUR

-A" 熱モデルを

不す。

より世界中のま!迫鋭で "r視光、 ，n; $'I-斜~， 'f[波によ

る観測が1 j われた。その結果GS2023+338は変光

51.V404Cygni と|ロJ>Eされた。この~は通常では約

19等 }I~ であるが、 1930年代に!l .5等に ITi止こしたこ

とが当時の'う iIに記蝕されており，今I~Iはそれ以

米久々の地たということになる。 X 線強度は 5 fl

30tIにはカニ lit 主的 201 古にむ i主 L ， X 線新It.とし

ては ..\0620-00 (エーリアル V が発』止)、 GS2000+

25(r ぎんカ、」が発見)と‘If;.んで X 線x文γー開ひ'ゃ

く以米の1-1史に残るものである。

GS2023+338の X 線観測にみられる特徴は.

(I) In のうちに 2 桁以上の大幅な X線強伎の

11.~l iJ l変動をする。

(2) IO ミリ秒以卜の制時間 l まであらゆる時 IHJR

l立での不縦 HI] な変動が際立って現われる。

(3) エネルギースヘクトルはエネルギーの怒型

で破いえヘクトルを小す。

(4) 'l lI: X 似の 1吸収や ~j 脱出が惚維に時間変化す

る僚が見'三けられる。

(I ト(.')はブラックホーノレ jl}J 11iの内応座 X -1 と班 l似

の特徴て"あり， CS2023+338 もブラ y クホール紋

術的一以として nominate することができるか

もしれない。税イ Eエネルギースペクトノレを詳細|に

検，吋小て'あるが i> しそうであれば. I' I.E~ 匝 X- I.

GS2000+25 に JJ Iiえて GS 2023+338 カ '7' ラ， 7 ホ

ール候補ということになり.白鳥座領域にはプラ

ンクホールが怖がっているのかもしれない。今後

の解析が待たれる。(長 i頼文 urn

*素顔を見せ τ きた海王星

ポエジ今一 2 号が海£lJ)に全 IIi 士するまであとfYi

か.いよいよ TV カメラが脱力を発縛してきた。

この :I i'" は 7 H9 , 12 日 l山i 日に海£.!ll.からt:~J 6 千

5Ti}j キロノートルの距離から抽tI2されたもので.

赤道よリ 25· 南にある本 )jt の大亦斑を，iLIわす巨大な

Jlll~'1 の IIf1m~ がiHI される。火原ほどの大きさで.

南側の紘には JP'i 古に \91 るいえポソトが比句れる。

また.卵引のlIj' i剖iの右にある白い玄の副 Jきが 3 R

IlIJに大きく変化しているのち見逃せない。さらに

現Allの ItJ半球て'Iti鍬を取り巻くようにlIi1い fifが

あるニとi> i.HI されるが， 7 月 16 日の観測ではこ

の中に新しいlIi~· ぃスポ y トがあることも}よいださ

れている。これから、 8 Ji25 日に 4.850 キロメー卜

-6-



[特別報告]
じゃじゃ馬“ダイアナ"

宇宙科学研究所小山孝一郎

福岡理化. n'i，;気製等，地球.w続的 Y~'i首がしばしば話

題になっていることは閃知的とおりである.同位ウ y

，、ータール大学的オ y ファ 7 0/教授咋は. ト府 J、;気の

風速.風H・1. ~ti品.気圧を小~~気製ロケ y トを使って

世界的な脱税で抑l る大キ々ンベーンを従業した.いわ

ゆる DYANA (I)VnamicsAd 叩ted NetworkforAtmｭ

o~phere~ 大気 JJ 学研究町ための観測網)計幽である.

キャンベーンの l刷1:1 1 は. 1990'1'1 月 15 日から 3 !-l IS 日

まで的 8 i!'ll:l l と芯定された.特にニの j叫 IHI が選ばれた

用山のーっとして.お先にかけて高度 40km 付近て'数 u

のIll Iに低公 l主カら品気圧に変わり，気温が 40'(; も HI

するという突然剖温的機怖を集中して剖べる 'I舎が弔げ

句れた.またJ.;，近 iiti 姐になっているオゾン府の .k~\ 微

量成分と大気 JJ 午との関係を謝べるよ).';.も4"キャンベー

ンのif(必な日 (I~J のーつであり. 3Jlは特にこ町ための

データ取仰JUlIlI!となっている.日本では III 句 3 f1伊雌

教伎の疋にオ ;I 7-;・ 7 ン教t1かりロケ， I 打ち上げ11，

似のも~~附が送られて以来.技術的な般討を始的.本年

4)Jに干 JHIH7U)'fJ;ぜられてから雌児島都liJllJ所からの

ロケ y ト発射に I;'!けて本物的に!l'1}Jき :11 した。ょうやく

lili:jfi:/則係諸機関とのJ問、主も終わり. j，止終的に U 本では

4.:11 町立と 1990 年内 1 - 2!-I1U 1 と合わせて 24機的ロケ

y トを ~~Mて'きることになった。且止平E までロケ y トを

n ち卜げる凶はスベイン.フランス.ノ Jレウェ .ス

ウェーデムヘ ソ述，中凶.インド. 日本，且ぴカナダ

の 9 プJ 凶で。特に II 本はアジア地蹴における布力な也t

illl].t.'i であり。J.たプラネタリ一波や.内百 Il l[(力波が地

球Ieでむ特に ~'i j時に現われる品川 rとしてJj-えられてお

リ.本立 '-il 断的成功町ために Jt. Jドピ i裂な観 11111 占とされて

いる o JI~ -1;::的なロケ y ト実験的スキ ムは 8 週間 iにわ

たり.一週!l1l 1ニ II lui ほど米 1£1 製ロケ y トであるスーパ

ーロ y キー且ぴパイハーロケットをその目的地方時 21

帥に打%上げる.スーパーロ y キーロケ y トは JI 附

U と本"" u に ·n ち上げられ，・~~J:止約 60km (発射後 120

.t) においてハラシュート付溢 I主セノサーを放出する.

センサ一以皮は気龍"ノド ';ii 問披数 1680Mllz により』也

トへ曜日される.またアルミ 7イラー製"ランユート

を一次レーダて ~ill 跡する

『ー占

ランチャー!こ装泊されたパイパーロケット。

ランチヤ一台は， KSC 池田さんのSll: ~tl こよる.

パイハーロケ y トは水叫日と土叫円に打ち卜げが予定

され. .:;j l.立 IIOkm において直径 1m 町子高下球を膨ヲ I~ させ

る.これを地上より一次レーダで追跡する事により.

レ-1"の仰角. Hrtij か句風 rl'J. 風速を.部ト S車内部下

速度から気圧{雫気奮 J且}を得る司王ができる.いささ

か習~Iti J 作Jにならざるを得ない凶々がある.例えばソ;on.

インドはソ述製気象ロケット MlOO を打っと聞いている

し.何本は 3 月には実験を行えない.

キャンペーン期間中はこのニ傾向気製ロケットのみ

でなく句各凶独自にチャフによる風の観測.大気微培

成分の観測.及び電離閣の観測もロケ y トを叫!ってJj;

中して行われる.また世界中的地上観測網も総動 n さ

れ.去年同 12 !-1現夜で 21 ヵ国からの参加がチ定さ札て

いるとの A併である.日本では X.F レーザレーダによる

オゾン観測をする凶立公 ·t~ 研究所. MU レーダによる

胤観測を行う京都大'¥:.超高層必波研究センタ • X.CI

レーザレーダを持つ気製庁町気卑研究所.エアロゾル

を観測する名古屋大学 ~1 lL研究所，司 Z離府観測のため

郵政省 B凪-f a総介研究所等からのデータもJl!められる.

れ象庁線虫での気鋭ロケ y トによるデータも ~~Ut して

下さる 2れになっている.また東大型ザ郁. I.立ぴ litil Ji.大

ザーが M T-135 明ロケ y トによるオゾン観測を Iii 当する.

こ<7，キ々ンベ ンを i比大似にヰ II刷する方 li'J を係るため­

9 月 21 U(木)に京都大学組高j国;正法研究センターにお

いて研究会を聞くろJ'-になっている.

IJjI内外的キャンペ ン的概要は以 Ieのようであるが，

n 本におけるキャンペーンの成百を姐'る挺訟の一つは

おI!U'J I lOkmで強制的に脹らませた Tt(径 1m の球をいか

に捕悦するかであり。従って日本では 8 fI16U からロ

ケ y ト発射的オペレ ンヨン.且ぴ部 F球の追跡緋刊

を;腔ねたテストフライトを f定している.

i珂独の打ち l げ依頼の機教は.和 jめ37 機(内テスト

フライト 5 機を宮む)であり.はるかに機数を輔らさ

ざるを得ず.また悪天候とブースタ- ImpaCl area へ

の船舶の侵入を考服すれば干定した全機数をこなせる

とは i目、えないが.何とか凶内向気象 &l.F 大気持ザ等の

研究信の則待にむ応えることができることを念願して

いる.今後.今 l叫のように人傾向将来に也按関係する

ような|司際的キャンベーン肉申し山があることも考え

て。 円本がこれに応えられるよヲ態勢を鴨えてお〈べ

き必要性を痛感した.

l正にロケ y ト及び発射用レールも誕験場に菊きーキ

ャンベーンへのレールは一応教かれた.ここに去るま

での道は険しく関係諸機関に多大町御尽力を削いた.

その中でも本研究所の数人的 h に々は大変な御帝併を

おlJ ff すした.本記事的タイトルを r じゃじゃ 1品"1"イ

アナ」とした理由については.是非米年 3 月にでもこ

の特別記事で古かせていたどきたいと思っている.

(おやま・こういちろう)
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均一核生成と微小重力環境

徳島大学工学部西岡一水

ilS飽和水J/~気が水になるにはまず水滴内生成を

絞る憾に， iI"i安定なキIIがより女→~~'相 lへとキH転修

するに際してはまず新しい中日(7)核が'1'-'主される必

要がある"この般生成円以伎はそのf去の般の成以

と JI~ に単安定申IIからより安定なヰIIへと彬る jill 1止を

決め Jじめヰi、弘:-A::仙のままで開まる IIS: Jl\ J を支配す

る。従って、ダイヤモンドとカ、アモ Jレ 7 ァス料紳

の似な i~~~安，"，f11の tlJ TIJ には般生成現象が派< I弘l わ

うている。

+主 '+.I，J;:は ι)- 骸 11::.l主と司、記j一以生成とに大きく

うHII さ Il るヵヘ中干日IJ 主 u、をしない目4 り可、~~Il ~bJ.

f(守 f 久:1抗'1. !It'-[(Ii とか持端的l: ~lfli などによって触煤

作川を，;1:ける司、 BJ 一級生成町 Ji 7)( 一般的である。

刊に. ~\j.弘，仁村 l ヵ、液相 lのJ;}~ 介には吊ブ J が (U ，する

限リ容器の l;;~ Ifll との彼 ~gl は避けりれず， 1F 附iにお

けるィ、 g) ー骸 11": .1& が立配的となって ιJ 一般サ成は

みられなし、。それ政 'i 出での微小 iR .h 環岐にお

ける~棋王子(， P~) 骸 'I →成 'λ 験の !JX* がJY Ji干される。

微小 if; 1Ji.岩出における 1!f，F;作加の L とでの減キIIの説

凶は.斗iに J~J 舷 'I二!宜的i'l! fIJ!f という '~'i 間的主:t!~-ot
にM まりず.不均一十五生成を泣けることにより大

I~H\ 主過冷却を'人 i見して平衡状態 l五lにはない叩五 JL

な机 I を til 業中オとして 1~ トる "fii~'I 'tをもたらす。

あるも白城町内部に単位 II 年間当りに I~ きる核生成

の'Pi ll 主は結句さによって臨界怯が If'" 点される矧肢

を古一Il.;f.二 L ，それは叫 I，界械を生成するに l~: する吋 J韮

仕 j十を wr~". 怯生成カ、起こり得る i~ii fiji の数を

N として Nox !， e-W"'/k'I')に比 i刊する。j'~.)-舷生

成では N はほキ IIの全分チ数 Nil のれ!.J主であるが句手千

日圧の I;，~而に於ける不 t，J-tli'!'.Ii\:ではIl;~lfllの分子数

Nw の t'tU!J.:てFあり . .iJ.!l 'i;~· Nw~ Nt】が I，J;:リマf つ。それに

も 11，j らず明 1(11 での不均一十五生成が支配(l~J となる坦!

山は附:界舷 '·1二成 liJ述H: 'I\W"" にLtがあるねで. ，;;~:

rfli て日の 11立w:o:-，·はI<HWI·t でのιJ 舷牛成に対する.

W;;~Vtこ it 削， f'j 0 を合む 11'1 イー( 0) をかけた (e O)W;"

となる。図 l に小されている t世に， j.主制， f'l 8 は中古

品と ~t~IHi. 法制!と I: ，!rffi ，料品と液中 II との弁々 の!日 l

1.0

π日+

。

f(日)

O

feO) の θ依存性

肉体 IHi~U力 Yow. )'1山)'，，1 Iこ{止ってヤ/グの式，

Yh, ~ )'""I )'"tCOS0

か句 1とまり r(8) は lヌ12 にホされている他を取

る。 r (8) は，'t'l に l より ι 小さく 才与に θカ匂トさ L 、

場合には r (0) も小さくなり. S! 1(li での似 'lcllX;は

j~J 舷 '-I 成に j七べて JI戸市に卦劫となって {1，t聞が絞

也成にかl して削叫=効県を持つことがわかる ω

-Ji , y，同> )llw →):'， 1 カ f成立する場合には討i品核

は全< "，t. I(li に {·J'/nせず l:ltl(!iは触媒~)*を持たない。

また.この不可ょが成立しなくても娘触角 θ が寸

分大きい場合にはN，，<K. N，ρ により BJー似生}此の方が

支配的となリ仰る。 li，t 1M を JI'lli' l lfj'物質で縦つ 'J) υ、

とか分散f.tと1Il-!;l'I l制かく分散した縦滴を礼舟IIで

包も Ii i去はこの万 rll] のものて日あるカ七 ニ Il までJ"~)

-似生成向車ri*は引ドコれていない織である。

微小1fIlJ'沼崎での ill正符術品|川町場介には y，."，.

γt" は弁々 ti'i l~lllo 波利!と点明又は気相との出!.I(d;;1~ ブJ

を立 l味する。 J.:.j£ グ〉耳、司、ェ tカつ此 --"7 ーするカ、どっかは

この場合に L 定かではないが、 Wi. 摘の表 rlii に於け

るイ、均一級生成の i問所の数と液渦内自 1\ での j~J 一般

生成の i向 J目的数との北は液摘の含む分 f 数を N と

して N- l/ ;t めれ汀主て'あり， I在摘の径を l/lmfiU 且:とす

るとこれは 10-: 1のも u主となってt6 Jー骸中成が支配

(I'J となる lリ能性が大きし、。しかし，地I-.て d内孫下

燃の実験では}世柄表面 iに !:l じる般化物的 )ji 3-料で修

生成は枇渦表町で不.t ~J ーに OE じ J~) ー絞生成はみ句

れていない隊である。この線に :"j 三百 4 て"の超 n' げ'f t

な微小雨 1) 土Jr V克での 1111'. 容器実験的成果が待たれる

ことになる。(にしおかーかずみ)

•Y1W

1刊山 d 一一三、九 1

./ crystal白J 、、

wall Ycw

壁画での不鈎一級生成
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ーも主 L§i#..
僕のアメリカ旅行

家高克巳

今[nl. NASAの地訟を比学する機会が科られ 7

月 9 Hj度米した。 NASA施設については 今まで

にも多くの方々が舎かれていることであるから.

<-1.は忠い ti'l しながら散止;的に何かを曾くことにす

る。

この旅行は，会議に出席される K教t:i:に，ご迷

惑であろうがいl行させていただくことでスケジュ

ールがすて句れた.その II は口叫 H でー償j.Jiから

成 III に 111J う司王は.梅市末期的ドンヤ除。にたたら

れ先行のIF を視1itするのが凶鰍を f止であった.何

んとしIl;"il，.、気持である。 'ji は. K教授が休測が思

わしくなく出発を延期l されることになったと 7 H
の午後述絡を受けた。私の方は安Jl!する itF{にもい

かず、ままよと党併は決めていたものの.何故な

らば.生れて初めての出外旅行. ヨ裁は全〈駄目

ときている。米l可入国はどうなるか不安がぬぐえ

なし '0 :JH~I T 軌を終え.機上の人となる。 !I~' <水

'，!，llJ りでも口にして.いささかでも公を活ちつかせ

るしかない。ロスに到Eft- 入国審貨のため長い通

路を 'v (0 ~iiからI1+J こえてくるのは英出ばかり.

H 本ではないのだ(当り仰の祈)。審貨を受ける亨IJ

は 7-8 亨II.それぞれに 20-30人的人が順番を 1キ

っている。店、は 佐手前向ゲII に:;If'.びばんやりと入

図柄里1~1まの{十市を眺めている、 10分位して rNEX

T J の )~T.仁l 分の醤が米te. 入国カードと旅券を

HM、する.どんな 3繋が米るのか。双方無言.そ

して枇初の 3繋が rOKJ。いとも簡単に治み . t.:t
物受け取りへ。ターンテーブルには店、のチッキが

U の Jjij にある。さて税 l見l は何処. 111J ニうで予知き

している。問 PrJをみるも Jl 主もいない店、町ことだ。

そばへ行〈四此処でむ主略行。 1 枚の此色町カード

を縦され. ~首で通れとの合凶。これが税関のjJ1) 1剥.

店、としては』京大の心配ニ'とであった人国手続もあ

っけなく済んて:こ tι て·~7C~ 玩カ e出たようだ。

三 IJ 消ロビーは.なんとなく i附くてれ j' 、 1喜七.こ

れがアメリカ町|五|際空治か.これが第一印象。炎

はよ正反の太陽がギラギラと訓仏、ていて普い。

JPI 比'γ のためパサデナのホテルに午約が入れ

てある。チエンクインの後 タ氏までl時間もあり

ホテルの姐りを散'vする。日叫 H のせいか始んど

人を見掛けない怖かなilr'l' である o J丘〈に守院風

の組物(シティホール)が見える.プラリJjよいて

みる。本hP3のベンチに腰掛けた若./!;' 2 人，立上っ

て当 J;にItr] って米る。いきなり r<~"-J と J っ

て予を，'Hす。一瞬ドキリ orNOJ と有って私はなま

る。 III と H え If ピカピカに}めいて乗っているのが

当り liij と思っていた記。税災は.デコポコで喰装

カ"、ゲ.研の』且i品したもの.ため店、が出るほどの

ポンコツを見かける。 J P LlIIi内は. l~ <千人れさ

れていて芝サーのuも鮮やかで気持が良、、.空ffi な

ども転っていない.

21時半可i ヒューストンに靖〈。今伎の宿は， qE

yJから市で 1 p.HU1位とのことである。レンタカー

を借りる段になり.巡転千定者が FI 木町免許を判

参していない。 llLは貸せないとカウンターの広刊

は一点張り.私は込II転する心労は ~1.F，かったが凶際

}e ~'1 と同内免日干の両方を持参していたので.急に

是正転を引受けることにした。こうしないと明日か

らのJEは勿論.今伎は空港 Ir. りかTAXIになるから

だ.それからが又大変， 1 時間余りの道桜町筈が

いきなりの7 リーウェイ.相議の説み }j もピンと

こなし、。迫に迷うこと 3 pen:日深夜のフリーウェイ

をグノレグノレ廻りのドライブでホテノレに到泊である。

欣々な目に合う。これて'やっとヒューストンが見

学て'きる。

オーラ/ドか句東へ約507 イ Jレ. 市で約 IIIキ 1m

:rr.っすぐ延びた及、り 1%えのしない風JT:: (7)道路を定

ってケネディスペ スセンタ に向う.

1私設見学的後.オーランドの街へ山て. 世界段

大規伎の7 リン y ョーが楽しめると yーワーノレド

に入る。ちなみに入場料は $21 て"あった。大2・ぎ

で今回のコースをなぞったが. !~匹;1([を一回てー云λ

ば.アメリカは Il; くて大きな国であると云うこと

て'あった。

7 ・山i研では M ロケ y ト町大型化 L 始まろうとし

ている。英誌は.はじめに述べたjJ1)リであるが.

布雌、、ことに施ぷはし〈べらなし、。今 IITI じっくり

と}，I，"f'させて店iいたことを，施設関係ぷーとして私

なりに附みしめて耳H長りたいと品1 う。

ニの J己-'¥も帰国後.すぐに舎〈心Jl:であったが

20H 伎に帰国して.22·23H は私が関係している

自治会の夏祭りで夜 111時過ぎまで拘束されて駄目。

続いて 所では会計実地倹在.検査f去の打 l げで

一料、飲んで体調良からず o 27H 皮から KSC を台風

II 号が鋭い.主Jl物大分1Jl ftl を与えた楳線。これは

災:咋復川純貨準 j ボの対象と主る。 KSC は 8月実験

が目的である。この J弘:~，、に鹿児 1;.~ に II" ぶことに

なり十日 I~ i:fも台風関係の資料収集でつぶれる。結

局，..ーズンのため切符が手に人らない。月Il l. u
の切符がやっと千約出来た。鹿児山へ IllJ う合ぃIlII

に大急ぎてtFいたものでまともな ~i~.JJ:;'になってい

ないお詳しを願う.これが本当の点奔凶定かも。

(やたか・かつみ)
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雑感

小林繁夫

いも焼酎に何か書いて欲しいという松尾制It委

只長からの依頼を受け. ~f:H守的fに関述して ilkかい

訴の持合せがないので.Mを書いてよいか戸惑っ

ている。何はともあれ「いも焼酎J そのものの，tt

い:.1 1 か句者こう。

昭和25年大学院'宇生の可i. 大学院の先鋭や職員

の万に i主れられて本郷の孫第徽丁で，当時功、健灯

ではまだビールや日本泊がそれ位自由にゾじられて

いなかった時代で，専ら焼酎が出された。その玄

焼酎はくさくてとてもそのまま飲めたものではな

い。それで梅のエキスらしきものてっ~lJった，所Ji

相'~;lm I) 焼酎を飲んだが.これは結精美味しいと思

って飲んだ。昭和30年頃にはビールや H 本柄が自

由に 52られるようになり号以後焼耐を飲む機会は

なく，以オミ#t削はまずいものという先入観を持ち

続けていた。ところで今から 10数年j ，i: ，j;j. 1甚大吉

郎先 'I の御世話で，宇宙研の観iJ!lJ ロケットの打卜

げを比γーさせていただいた際，内之;，11て"!ψ川先生

とー絡に蒜先生に御馳走になった。その折「いも

焼MJ が出された。私には初めての経験だが，郷

に入らば郷に従えという諺に従って，一口飲んで

みた。いも焼酎独特の424がしてとても美味いとは

五えたものではなく，かなリ抵抗を感じた.とこ

ろが訴を屯ねるうちにだんだん抵抗感がなくなっ

てしまい，美味いと思うようになって来たのは不

思議な '1-"である。

もう一つ，これも成児向制、特の食べ力のょっだ

が，鹿児品特産の部イヒ 'I を下旬、たおつまみが H1 され

た。べちゃぺちゃの外J止をむきながら食べるので

ある。これには焼いた。私は治化生が大好きであ

るが.これを:1'1:て食べるなんて折角美味しい物を

という感じであった。勿:古島H!Jは何でこんなにま

ずくして食べるのだろうと旦い、ながら食べている

うちに.不思議な司1に，だんだん美味しいと思う

ようになリ，止められなくなった。勿論必化当は

煎ったものの }jが美味しいと忠う。しかしあの煮

た綿花生の昧もまた乙なものであるという印象を

持っている。今度内之浦を訪問lする機会があった

ら:1'1:た綿花生をおつまみにいも焼耐を飲んでみ

たいと思っている。

これは余談だが，数年，itjに米中、でも焼酎ブーム

が起った。私は松和IJ-trのこif焼耐の昧を恕{象して毛

嫌いしていたが.飲んでみると廿のような呉は全

くなくなっていた。段近はウイスキ の水制りよ

りも焼耐のお湯川り侮千入りの }jが美味いと思う

ようになっている。

獄先生とは咋門が始んど!日l じ官o量的関係で昭和

25年以米お付き合ぃ戴いていた。店、が昭和36年頃

円筒唱のAi!1rj卓ノぞネ/レフラ y タの研究を開始した

のは.ロケ y ト附迭に l苅述した問題として，先生

からの i卸袈引によるものである。先生が新当文部

省1. ，山科 ''f 研究所の初代所長御在fT c 'I' に亡くなら

れたのは本当に残念な4>である。ヰ "w 研ではここ

数年米ミユーロケ y トの大引化が念願であったが.

今 [n\ の宇宙政策大制改訂で認めら tし漸く森先生

のロケ y トを来越え. I自任 2.5 "，の M-V ロケ y ト

開発する -'I~ が可能になったのは ..戚に御|司庭内歪

りである。ニれも内之浦で打トげるようになった

初期!の頃，多分 20 年以前の事だと思うが.小引ロ

ケ y 卜による税制 II で，宇宙科学の先 'I ーが. J' J 上げ

数時間日 Ij に， ロケ y ト先端部分に取付けた自作の

観測機器についてハンダ付けをして謝務をしてお

られたと記憶している。現.(tの'r: Hi.Jf のロケット，

人工衛星は隔世の感がある。幾度の閃難を乗越え

てここまで育てられた宇 'w 研の指先生め御尽力に

敬fi ーを表する。(こばやし・しげお)
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